
中研

肥育牛の暑熱期における飼養管理

　

　肉牛は乳牛と比較して“暑さに強い”イ
メージがあるかもしれませんが、実際に
は肥育牛の暑熱ストレスの影響は小さく
ありません。これは、肥育牛は体の大き
さに対して体表面積が小さく、体内に蓄
積された熱を放出する能力が低いこと
が原因として挙げられます。暑熱ストレス
を受けた肉牛は採食量が低下し、生理
機能にも悪影響を及ぼし、増体が悪くな
る可能性が高くなります。また、暑熱スト
レスによってVA消費量も多くなる可能性
があることから、より一層VAが欠乏しな
いよう注意する必要があります。
　図1は暑熱期(7~8月、日平均気温: 
27.8℃、日平均湿度:75.6%、日平均THI
（温湿度指数）:78.7)と通常期(5~6月、日
平均気温:20.6℃、日平均湿度:74.3%、
平均THI:67.4) において、肥育牛 (去勢、
平均月齢約19カ月)の血中VA濃度の推
移を比較したグラフです。飼料は稲わら
を1.5kg/日、VA製剤の含まれていない
市販の配合飼料を9~9.5kg/日給与して
います。通常期において、血中VA濃度が
7.1IU/dL低下したのに対し、暑熱期に

は同じ期間で22.1IU/dL低下しました。
暑熱期には飼料摂取量の低下も見られ
ますが、VA効力の低い飼料を給与して
いるので、飼料摂取による影響はほとん
どありません (いずれの時期も飼料から
のVA摂取量は約1,900IU/日)。
　このことから、暑熱期には暑熱ストレ
スによってVAの消耗が著しくなっている
と考えられました。そのため、夏場でも攻
めたVAコントロールを実施している場
合には、餌の食べ具合や牛の行動を観
察し牛の状態を把握すること、定期的に
血液検査を実施し、血中VA濃度を把握
することが重要です。そのうえで、血中
VA濃度が30IU/dLを下回らないように、
早いうちから少しずつ補給することでVA
欠乏を防ぎましょう。

　水は牛にとって、消化・代謝等の生命
活動に欠かせません。飲水が制限される
と、飼料摂取量の低下の原因となりま
す。夏場になると人と同じく飲水量が増
加するため、いつでも飲水ができる状態
にしておく必要があります。

　肥育牛を用いた当室の試験では、水
槽とウォーターカップで比較したところ、
肥育通期において水槽区で飲水量が
20%多く、飼料摂取量が2%増加、出荷時
の体重が16%向上しました（表1）。乳牛
では飲水量が25%制限された状況下
で、制限前と比べ飼料摂取量が12%低
下、乳量が10%低下した報告もあります
（Burgos et al., 2001）。子牛でも飲水で
きる環境下では、飲水できない環境下よ
りもスターターの摂取量が23%多くなっ
ていました（大森ら, 2015）。以上から、子
牛から成牛まで飲水量の確保が生産性
を低下させないために重要です。

　表2は肥育牛の飲水量を示していま
す。夏場には肥育牛で1日50L以上飲む
とされているため、近年の大型化が進ん
だ牛ではより多く飲水していると考えら
れます。飲水には、発汗により失った水
分を補うと同時に、体の中を冷却して体
温を下げる作用もあります。そのため、飲
水の妨げにならないよう、水飲み場を清
潔に保つ必要があります。以上から、餌
食いを悪くさせないためにも、牛にスト
レスがかからないような飼養管理にして
熱い夏場を乗り切りましょう。

夏場の暑さは牛にも多大なダメージを与えます。今回は、暑熱期における肥
育牛のビタミンＡ（以下、ＶＡ）コントロールと飲水についてご紹介します。  
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未経産の場合
●月齢に見合った体格か、子宮や卵巣の
発育がともなっているかを丁寧に確認
します。状態（体格が小さい、子宮や卵
巣が未成熟等）によっては、無理せず次
回の作業まで延期します。
経産牛の場合
●分娩後の子宮や卵巣の回復具合を、１
頭ずつ超音波画像診断装置を用いて
丁寧に確認します。子宮内膜炎（図２）や
卵巣静止の所見が確認された場合は、
発情同期化を中止して治療を促します。
●蹄病や乳房炎に罹患している場合、治
療に専念します。
●ホルスタイン種の場合、周産期疾病が
繁殖成績に悪影響を及ぼすため、乾乳
期からの適切な飼養管理が分娩後の
繁殖成績を左右します。

●膣内留置型プロジェステロン製剤を衛
生的に挿入します。

●発情予定日からの日数に適した、移植
可能な黄体であるか超音波画像診断
装置を用いて確認します（図３）。特に、
黄体の大きさが不十分な場合や内腔
が大きく黄体壁が薄すぎる場合は、移
植を中止します。
●可能な限り、発情の有無を生産者に確
認します。

　全農ＥＴ研究所の受精卵移植の流れ（図1）と、「選畜」「発情同期化」「黄体確認」「移
植」について説明します。

●寒い時期は特に、移植器が冷えないよ
う、前もって移植器を温めておきます。
専用の発泡スチロールに保温剤を敷き
詰めて、移植器や受精卵ストローを持
ち運ぶこともあります。
●受精卵ストローや移植器は、常に衛生
的に扱います。
●体高のある経産牛の場合は、踏み台を
使います。
●移植器には必ず、サヤカバーを使います。
●補助者に外陰部を開いてもらい、アル
コール綿などで拭き取り、糞などを膣内
に持ち込まないように衛生的な状態
で、移植器を挿入します。
●子宮の操作に無理は禁物、子宮内膜か
ら出血させないように注意します。
●外子宮口まで移植器が進みにくい場
合は、外陰部を膣鏡で開き、外子宮口
の位置や向きを確認します。
●黄体側の子宮角深部に移植器先端が
到達後、受精卵をゆっくり押し出します。

全農ＥＴ研究所では年間約３万個の受精卵を供給しています。そのうち毎年
８,０００個ほどは当研究所の職員等が、生産者に出向いて移植を行っており、
当研究所の基幹事業の１つになっています（表１）。今回は、受精卵を効率よく
受胎させるための取り組みを紹介します。

①『選畜』のポイント ②『発情同期化』の手法

④『移植』の際のポイント

http://etken-blog.lekumo.biz/

　全農ＥＴ研究所では、ブロ
グで繁殖技術の最新情報の
紹介や凍結卵リストの発信
も行っています。
全農ET研究所ブログ

「生産性向上のための技術紹介」

図1　肥育牛の暑熱期（7~8月）と通常期（5~６月）
　　　の血中VA濃度の推移と比較
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図 1  受精卵移植の流れ

出典：ET研ブログ（2016.10）

図 2  

出典：北海道牛受精卵移植研究会（2017）

図 3  超音波画像診断

表 1  ET研職員による受精卵移植件数
  2020年度 2021年度 2022年度
 本場 3,421 3,592 3,741
 北日本分場 1,552 1,723 1,805
 東日本分場    942    844    853
 九州分場 2,024 2,086 2,155
 ET研合計 7,939 8,245 8,554

子宮内膜炎
（膣内検査の結果）

初めに受卵牛の状態を確認する
『選畜』を行います

生殖器等に異常の無い牛に対して
『発情同期化』を施します

③『黄体確認』の判断基準
移植実施日の２日前～当日に
『黄体確認』を行います

適した受卵牛にのみ『移植』を行
います。

生殖器の検査による
選畜

膣内留置型プロジェステロン製剤
を用いた発情同期化処置

移植可否の判断

移植希望牛の申し込み
（生産者→JA）

1

選畜及び発情同期化（ET研職員）2 1日目

申　請

発情観察（生産者）3 11日目

黄体確認（ET研職員）4 ET前 日々～ET当日

受精卵移植
（ET研職員やJA等の技術者）

5 約18日目

超音波画像診断装
置を用いて黄体を
正確に確認

当日に採卵した新鮮卵
や、凍結卵を用いて移植
を実施

選畜　 　　　　発情同期化

黄体確認

移植

黄体確認

移植

  　  受精卵移植（ET）を活用して高受胎率を得る

選畜　　　　　 発情同期化

ご案内

肉牛

表 2　肥育牛の1日当たりの総水分摂取概算量（L/日）
           （WINCHESTER, C. F. and MORRIS, M. J.,1956）

表 1　飲水量が肥育通期における飼料
           摂取量及び増体に及ぼす影響

32.2
54.1
65.9
78.0

26.6
37.9
46.6
54.9

21.1
32.9
40.5
47.7

14.4
28.0
34.4
40.9

10
24.6
29.9
35.6

4.4
22.7
27.6
32.9

273
364
454

肥育牛

気温(℃）体重
（kg）飲水量（L)

配合飼料
摂取量（kg）
通算DG
（kg/日）

17,310    14,210

5,024      4,913

0.93        0.80

水槽区 カップ区
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